
Q ＆ A 連携型中高一貫教育校とは、どのようなしくみで、どんなことをするのですか？

◆ 連携型中高一貫教育のしくみ
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◆ 連携型中高一貫教育の教育理念

「郷土を愛し、夢や志の実現に向けて、挑戦する人を応援する学校」
中高連携による６年間の一貫した教育活動を通じて、グローバル社会を生き抜く確かな学力と豊かな人間力を

身につけ、郷土を愛し、夢や志に向けて努力する逞しい人材を育成します。
平成２９年４月、串間市内の６中学校の再編統合により新設した串間市立串間中学校は、串間市にある唯一の

高等学校である福島高等学校と宮崎県で最初の連携型中高一貫教育をスタートさせました。
連携型中高一貫教育では、学力の向上、キャリア教育の充実、部活動・特別活動等の充実を、中高連携の３つ

の柱として、中学校・高校の相互乗り入れ授業や中高一貫したキャリア教育の実施、さらには、中高合同での部
活動や特別活動の実施など中高６年間を通じた特色のある教育活動を展開します。

高校推薦入学者選抜検査と同じ日程で連携型入試を実施

【串間中学校での授業公開】 【福島高等学校の授業公開】 【教職員合同の研修会等】

○串間中学校を会場に授業公開を行 ○福島高等学校を会場に授業公開 ○授業力向上のための研修会
っています。小学校・高校の教員 を行っています。小・中の教員 防災教育（H27）・ICT教育（H28）
が全員参加します。 が全員参加します。 などの授業力向上セミナー等

【教育研究所による研究実践】 【串間市独自の学力調査の実施】 【資質向上のための教育講演会】

〇授業公開 〇児童生徒の実態を把握するため 〇学習指導要領の改訂の趣旨、アク
（「kushima 版 アクティブラー に、NRT や CRT 等、学力調査 ティブラ－ニング、特別支援教育
ニング」等） を実施し、各校での学力向上に など、教育課題に取り組むための

〇研究成果報告会 役立てています。 理解を深めています。



平成２０年度から始まった串間市の小中高一貫教育は、本年度で１１年目を迎えまし

た。串間市が進める小中高一貫教育の方針や取組等について紹介します。

１ 串間市の小中高一貫教育の目標と推進体制

（１）串間市小中高一貫教育の組織体制（平成 30 年度）
串間市では一貫教育を推進するために、下の図のような組織を設けています。

校種の垣根を越えて、各部会や推進研究大会には全教職員が参加しています。

平成３０年度

～大きな夢！高い志！優れた知性と郷土を愛する心を育む串間ならではの一貫教育～

【小中高一貫教育の目標】

○ 学力の向上

○ 地域に貢献できる人材の育成

【一貫教育の推進】
小中学校の「くしま学」・高等学校での

「地域創生学」等、串間市独自の教育内容
の展開と児童・生徒の学力向上に向けて、
「一貫教育育推進会議」のもとで、各学校
種間の連携と充実を図っていきます。

【資質向上の推進】
串間市の一貫教育では、日頃の授業がも

っとも大切だと考えています。授業力向上
を目指して、教育研究所による実践的な研
究の実施や各種の質の高い研修会を開催す
る等の充実を図っていきます。

一貫教育推進会議

(基本方針等の決定、課題等の協議)

一貫教育企画委員会（校長会と併せて年６回程度）

（基本方針等の作成、進捗状況の確認、推進に関する指示）

一貫教育研究部連絡会

（一貫教育の各部会の

連絡調整及び協議）

串間市教育研究所

（一貫教育に関する

調査研究と実践）

一貫教育研究部会（年間４回程度）

（行事等の企画・運営、実践事例等の収集）

○ 連携・総務研究部会 ○ 英語教育研究部会

○ くしま学研究部会 ○ 学力向上研究部会

一貫教育総会・一貫教育推進研究大会（各年間１回）

（一貫教育の推進に係る各研究部会等の取組等の全職員への周知と発表の機会）



（２）一貫教育推進研究大会 【研究発表の様子】

平成２９年度より、串間中学校を会場に、小学校、中学校、

高等学校の職員が一堂にかいして、授業公開や各部会の研究内

容の発表を行っています。教職員は自分が所属する部会以外の

発表を聞くことで、一貫教育の部会の取組等を理解し、今後の

取組に生かすようにしています。

２ 串間市の小中高一貫教育の特色

（１）小中高の縦と横の教育課程の連携

市内の小学校１１校、中学校６校、高等

学校１校の１８校ではじまった串間市の小

中一貫教育も、平成２８年には笠祇小学校

が休校となり、平成２９年には市内６中学

校が串間中学校１校となりましたが、串間

中学校と福島高校の県内初の連携型中高一

貫校も設置されました。

このような中で、新たな推進体制を構築

し、串間市の小中高一貫教育の充実に取り

組んでいます。串間市では、小・中・高の

学校種を超えた縦の連携や小学校間の横の

連携を通して、地域に根ざした独自の教育

活動を展開することで、児童生徒の夢や希

望の実現に向けて、「学力の向上」と「地域

に貢献できる人材の育成」を図っています。

教育課程の連携の関連図

※ それぞれの教育課程を〇で示した場合。

中学校 高等学校

小中高一貫教育

連 携連 携

小学校１０校

連携型中高一貫教育

部 会 平成２９年度の研究発表の内容等

小中高連携・総務研究部 一貫教育評価アンケート実施・集約・分析、「家庭学習の手引き・すすめ」について
会 等、メディア教育の推進「ノーメディアからメディア・コントロールへ」リーフレッ

ト作成・配付（平成２９年１２月）

くしま学研究部会 各学校区ごとの地域素材（人・もの・こと）（キャリア教育との関連・整理）
「くしま学ウォークラリー」・「くしま学カルタ大会」の企画・実施。

英語教育研究部会 「クラスルームイングリッシュ」一覧表、「CAN DO リスト」作成・実施、各校の
授業実践の紹介 等

学習指導方法研究部会 kushima版アクティブラーニング研究実践、研究授業６年 算数科「比とその利用」
基礎基本の定着（漢字テストの計画・実施：小学校）、「中学校、高校までの基礎基
本の徹底事項の確認：中学校、高校」



３ 特色のある取組や行事 等

串間市では小小連携や小中連携、中高連携など校種の垣根を越えて、連携型の一貫

教育を行っています。

① 横の連携

中学校への進学を見据えて、小学校間で連携して教育活動を行ったり、小学校の

児童が中学校に登校し、中学校で一日勉強する取組も行われています。

② 縦の連携

串間市の小中高一貫教育では、小学校・中学校・高校の児童生徒が、「くしま学」

の一貫として、校種を超えてともに活動したり、交流したりする次のような特色のあ

る行事や取組を行っています。

４ 教職員の資質向上を目指して

串間市の一貫教育の大きな目標の一つは、「学力の向上」です。一貫教育の中で、

学力の向上を図るには、教職員が、児童生徒の実態を踏まえ、小中高の系統性を意識

しながら、責任をもって指導することが重要であり、日頃の授業の積み重ねがもっと

も大切だと考えています。そのために、教職員も、授業公開や授業力向上のための研

修会を合同で行うなど交流と研鑽を図っています。また、串間市では、教師の授業力

向上・資質向上を支援するために、次のようなことにも取り組んでいます。

小・小連携による交流学習 （市木小学習発表） 中学校での６年生の合同学習

市木小学校と大束小学校 各小学校の６年生児童

学習発表や鑑賞教室等の ８月に、串間中学校
機会に、他の小学校との交 を会場に、全ての小学
流を通して、友達づくりや 校６年生が授業を通し
コミュニケーション力の向 て、中１ギャップの解
上に取り組んでいます。 消や緩和に努めます。

くしま学ウォークラリー （１１月中旬） くしま学カルタ大会（１月５日）会場：旧吉松住宅

小学校５年生、 各小・中・高等学校
中学校１年生、 の代表児童生徒
高校１年生

１１月に、旧中学校 １月に、トーナメン
の６つの地区で小学 ト方式で実施してい
生、中学生、高校生 ます。毎年、白熱し
が一緒に協力しなが た熱戦が繰り広げら
ら交流を深めます。 れています。



（２）特色のある教育内容

地域の教材や教育課程特例校の制度を生かした学習活動に取り組んでいます。

小・中学校では「総合的な学習の時間」に地域を教材にした「くしま学」に取り組

み、串間を愛する心と自信や誇りをもって串間を語れる児童生徒の育成に取り組ん

でいます。さらに、高校では「くしま学」を発展させた「地域創生学」という独自

の教育内容を学校設定科目として設定して、一人一人の夢や志の実現につなげてい

ます。

地域を教材とした学習活動

教育課程の特例を生かした学習活動

中学校では、教育課程の特例により「英語表現科」

に取り組んでいます。また、ＡＬＴと協力しながら、

小・中・高での乗り入れ授業で、コミュニケーション

能力や国際社会で活躍するための基礎を身に付けてい

ます。

英語表現科

英語教育の推進のために、市費による常勤講師
や非常勤講師、ＡＬＴを配置して充実を図ってい
ます。

これからの社会を生き抜く基盤となる学力の基礎として、日本語検定（小４～中３）、英語検定（中
１～中３）に取り組みます。高校でも各種検定試験に取組み、進学や就職に生かします。（市費負担）

資格・検定への取組

臨海部の小学校では、地域の特色を生かして、教育
課程の特例により「海洋教育科」に取り組んでいます。

また、山間部の小学校と交流学習を行いながら、友達

とのコミュニケーション能力や社会で活躍するための

基礎を身に付けています。

海洋教育科

現在４つの小学校が、文部科学省の教育課程特例
制度や日本財団の海洋教育パイオニアスクール等を
活用し、活動の充実を図っています。

地域創生

学Ⅰ・Ⅱ

「くしま学」では、探究的な学習を重視して
います。小学校３年生から中学校３年生まで
９年間をかけて、身近な地域や串間のよさを
体験しながら、串間を知り、誇りをもって串
間を語れるよう深く学んでいきます。

くしま学

高校の学校設定科目「地域創生学」では、「く
しま学」での学びを踏まえ、串間市の活性化の
ために、自分たちにできることを考え、様々な
団体と連携・協働して自分たちのアイデアの実
現を目指します。

「くしま学」や「地域創生学」の学びは、小中高の教育課程の連携による意図的・計画的な教育活
動の展開を通して、地域や串間の人々との関わりの中で、社会的・職業的自立に向けて、くしまを愛
する心と自信や誇り、逞しい人間力を育みます。小中高の一貫教育の中で、キャリア教育の充実を図
ることで、将来にわたって、地域に貢献できる人材を育てます。

キャリア教育の充実

体験活動サポートのために
バスの確保や講師を派遣し
ています。

②串間独自の教育内容

①串間独自の教育内容



（３）特色のある学習形態

中・高での相互乗り入れ授業により、個人差の大きい「数学科」「英語科」等の

教科では、基礎学力の向上を図っています。中学校・高等学校の教諭の高い専門性を

生かして小学校や中学校の児童生徒の興味関心や学習意欲の向上にも取り組んでいま

す。

※ 集合学習とは、近隣の２校以上の児童生徒が１カ所に集まり、各学校の教師の協力によって、

学習する形態をいう。（「複式学級を有する学校のために」宮崎県教育委員会より）

※ 交流学習とは、児童生徒間の交流をねらいに、授業や学校の行事等の機会を利用して、近隣の

２校以上の児童生徒が１カ所に集まり学習する形態をいう。

※ 合同学習とは、平成２９年から中学校への進学に向けた児童や保護者の不安解消をねらいに、

全ての小学校の当該学年を対象に実施し、学習する形態をいう。（平成２９年度より、小学校６

年生を対象に串間中学校で実施。）

小・中・高の先生方が、お互いの授業に参加する取組

を進めています。（相互乗り入れ授業）

例えば、小学校から中学校へ、中学校から高等学
校への乗り入れ授業は、つまずいている生徒に学
習内容を丁寧に指導することによって、基礎基本
の定着に役立ちます。また、中学校や高等学校の
先生が小学校や中学校の授業に入り、教科の専門
的な力を発揮することで、子どもたちの学習に対
する興味関心や学ぶ意欲を高めます。
連携型中高一貫教育校となり、中学校３年生と

高等学校１年生では、英語と数学の時間に毎週乗
り入れ授業を行い基礎学力の向上に取り組んでい
ます。

相互乗り入れ授業

小学校では、市内の小学校との交流学習の機会を
積極的に設けています。新学習指導要領に示された
「主体的・対話的で、深い学び」を実現を図ってい
ます。
特に、６年生は中学校での合同学習を通して、学習
への意欲を高めたり、交流による友達づくりなど中
学校でのスタートをスムーズに行えるようしていま
す。
他にも「くしま学」や「海洋教育科」での学校間の
交流学習や ICT を活用した、テレビ会議システムに
よる学習発表等にも取り組んでいます。
交流学習や体験活動をサポートするためにバスの利
用など移動手段の確保を支援しています。

交流学習・集合学習・合同学習

u 校種間の連携による学習形態

小・小連携

小学校

中学校 高等学校

専門性を生かして、その教科の
魅力を伝えます。

きめ細かな指導で、基礎・基本
を身に付けさせます。

高校生のサマースクール出前授業

相互乗り入れ授業


